
 

 

スラリーは、フライアッシュにセメントなどを添加し、水と混合してスラリー状にしたものです。

流動 性、自己充填性、セルフレベリング性などの特長をもつ施工性に優れた土木材料で、狭隘

部の充填埋め戻しなどに適した材料です。 

 

●特長  優れた施工性 

球形粒子のフライアッシュを利用することで、ベアリング効果により流動性が高く、自己充

填性を有するので、締め固めが不要で狭隘箇所の充填埋め戻しに最適です。 また、セルフ

レベリングしますので、仕上げ施工が不要です。 

スラリーは、さまざまな土木・建築工事の充填、埋戻しに適した材料です。 

建築工事 基礎部周辺の埋戻し、空洞部の充填用 

港湾工事 護岸背面の液状化防止埋戻し用 

トンネル工事 空洞部の充填用 

上下水道工事 埋設管の埋戻し用 

宅地造成 造成地の盛土用 

                                          

    

              

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

      

 

 

 

 

 

スラリー材（充填材、埋戻材） 

 

 

 

 

埋設管の埋戻し 空洞部充填 

 

マンション地下ピットの埋戻し 

 

下水道不用管路の閉塞埋戻し 

ンション地下ピットの埋戻し 



●トンネル充填（グラウト材）   

（１）トンネル裏注入の必要性 

経年対策および地震対策 

・施工時およびその後の出水による空洞の発生 

・木材・鋼材などの腐食劣化による地山のゆるみ 

 

・覆工に均等な地圧が作用せず変圧が作用すること等により覆工

にクラックが発生し、コンクリートの剥落へ進展する。また地震

時の被害が拡大する。 

 

・空洞の充填（裏込注入）が必要。 

 

 

（２）ネオグラウト工法 

既設トンネルの覆工背面の空洞を充填することは、トンネルの安定上非常に重要

です。しかし、従来工法では坑口にプラントを設置した場合、圧送距離が数百ｍまで

のものが主流でありました。本工法はＡ液（セメント）、Ｂ液（フライアッシュ）に特殊増

粒剤を調合することにより安定した品質で長距離圧送（4km）が可能となったもの

です。 

この工法は名工建設㈱とボンドエンジニアリング㈱とが共同で開発したものです。 

下図にネオグラント工法のラインナップを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

作業イメージ図 

 


